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１.都市交通マスタープランの検討方針
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（１）計画検討の背景・目的

■将来都市像の実現、新たなまちづくりの推進

・下野市では、2016年3月に「第二次下野市総合計画」を
策定し、市民一人ひとりが活力を持ち、安心して生活で
きる地域社会を形成し、誰もが幸せを実感できるまちを
目指すことにしている。

・また、2017年3月には「都市計画マスタープラン」を改
定し、これからの目指べき将来都市像として「快適でう
るおいのある環境で新たな人の流れをつくるまちづく
り」を掲げている。

・その実現に向け、ＪＲ３駅を中心としたコンパクトシ
ティの形成、市役所周辺のまちづくり、広域交通ネット
ワークを活かした産業拠点づくり、北関東自動車道ス
マートＩＣの設置など新たな課題に取り組むことにして
いる。

■交通を取り巻く社会経済状況への対応

・また、下野市でも、急速に進行する人口減少や少子高齢
社会、災害への備え、環境問題など、交通を取り巻く社
会経済状況は、大きく変化している。これらへの対応が
求められている。

■以上のようなことから、今後取り組むべき総合的な交通

施策の基本方針として「下野市都市交通マスタープラ
ン」を検討・策定するものである。

■将来都市構造図

資料：「下野市都市計画マスタープラン《改定版》」（2017年3月）より



【上位計画】
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１.都市交通マスタープランの検討方針

（２）都市交通マスタープランの位置づけ

■都市交通マスタープランの位置づけ

・都市交通マスタープランは、「第二次下野市総合計画」や「下野市都市計画マスタープラン《改定版》」で
定められた将来都市像の実現やまちづくり構想、分野別方針等の実現を図るために、交通部門として今後実
施すべき交通施策の基本方針となるものです。

・都市交通マスタープランに盛り込まれた施策については、関係者相互で調整・連携を図り、協働して施策の
実現に努めるものとします。

■計画の期間：概ね20年後（2040年）とする。

■計画対象区域：下野市全域とする。

第二次下野市総合計画
（平成28年3月）

下野市都市計画マスタープラン
（平成29年3月）

下野市都市交通マスタープラン

【その他の計画】
・下野市環境基本計画
・下野市産業振興計画
・下野市歴史的風致維持向上計画
・第二次下野市観光振興計画 など

【コンパクト・プラス・ネットワーク】

下野市地域公共交通網形成計画
（令和2年度策定）

下野市立地適正化計画
（平成31年3月）

【交通施策に係る個別計画】
• 下野市幹線道路網整備計画
• その他（自転車交通計画 など）

即す

整合・連携

整合・連携
整合・連携

整合・連携

整合・
連携

即す



【上位計画】

１.都市交通マスタープランの検討方針

（２）都市交通マスタープランの位置づけ

■都市交通マスタープランのイメージ（例示）

・都市交通マスタープランは、目指すべき交通計画の目標、その実現を図るための交通計画の基本方針（計画
の視点、基本的考え方）、取り組むべき都市交通施策等を体系的にとりまとめるイメージである。

交通計画の基本的考え方

① 交流・連携を促進する交通の実現

③ 安全･快適･便利な交通環境の実現

④ 暮らしの安心をつくる交通の実現

⑤ 環境負荷の少ない交通の実現

② 地域を活性化する交通の実現

交通計画の視点目標

広域連携軸・地域幹線軸の機能強化、都市核及びJR
３駅周辺市街地の賑わい創出等を先導する交通を実現
し、都市活動の交流･連携、活力の向上を図る。

交通不便地域の解消、通学時の子どもの安全性確保、
生活空間からの通過交通の排除等を実現し、安心して
快適に暮らせる居住環境をつくる。

環境にやさしい交通体系への移行、交通行動意識
の変革等により、地球環境、自然環境に負荷の少な
い交通の実現を図る。

将来像
の実現

【まちづくりの推進】

コンパクトシティの形成

新たな活力の創出

産業の活力づくり

安全･快適･便利な交通環境
づくり

安心して暮らせる居住環境
づくり

自然・地域遺産の保全･活用

市民･行政協働のまちづくり

■都市の交流･連携、活性化

■暮らしの安全･快適、安心

■環境

産業系土地利用の誘導、歴史文化遺産等を活用した
観光・交流の促進等を先導する交通を実現し、地域の
活性化を図る。

誰もが安全･快適で便利に移動できる交通環境を実
現し､高齢者や障がい者等の外出支援や社会参加の拡
大を図る。

都市交通施策

① 道路ネットワーク施策

② 公共交通施策

③ 自転車交通施策

④ 駅周辺まちづくり交通施策

⑤ 交通需要マネジメント施策

・広域幹線道路ネットワークの整備
・スマートインターチェンジの整備
・市内道路ネットワークの体系的整備
・災害に強い道路空間づくり
・・・・

・（地域公共交通計画との連携）
・通学バスの拡充、活用
・・・・

・自転車活用推進施策の展開
・・・・

・ＪＲ３駅周辺へのアクセス性強化
・買い物・歩行空間の賑わいづくり
・・・・

・高齢者等の運転免許返納の推進
・自動車利用行動・意識の変革
・・・・
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※1：「第二次下野市総合計画」2016年3月より ※2：「都市計画マスタープラン」2017年3月より

※1

※2



R1 R2 R3

～6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

事前検討

・概況把握

・実態調査企画

・現況課題整理
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１.都市交通マスタープランの検討方針

（３）検討項目とスケジュール

計画策定

・パブコメ

・計画策定

実態調査の準備・実施※

・簡易パーソントリップ調査
・交通意識アンケート調査

現況
分析

将来交通需要の検討
・将来フレーム
・交通手段別需要動向

将来像の検討
・将来都市像
・計画目標

施策の検討
・土地利用施策
・総合交通施策

検討委員会

検討項目

備 考 下野市地域公共交通計画の検討・策定 など

（時期未定）

※：【簡易パーソントリップ調査】市民の生活行動実態を、｢個人属性や地区、交通手段｣ごとに把握する調査（詳細は後述）
【交通意識アンケート調査】市民の｢現況交通サービスの満足度やニーズ等｣を把握する調査（詳細は後述）

平成26年度｢県央広域都市圏
生活行動実態調査｣結果



■計画案等の審議・決定

＜メンバー＞
※ 別紙 名簿のとおり

■計画案等の検討、協議・調整

＜メンバー＞
・下野市建設水道部長（部会長）
・下野市関係部局

■交通分析、計画原案等の作成
・下野市建設水道部都市計画課
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１.都市交通マスタープランの検討方針

（４）検討体制

・都市交通マスタープランは、学識経験者、地元団体、交通事業者、関係行政機関、公募市民代表者からなる
検討委員会を設置し検討を進める。

時 期 議 題

第１回 R2.8.5 ・検討方針 等

第２回 R2.12(予定)
・実態調査結果
・将来像 等

第３回 R3.2（予定）
・交通課題
・交通施策案 等

【委員会の予定】

検討委員会

庁内作業部会

事務局



２.都市・交通の概況

（１）都市の概況

（２）交通の概況

２.都市・交通の概況
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市街地整備事業 地区名・団地名

土地区画整理事業

①駅前火災復興
②上大領
③小金井駅東
④自治医科大学周辺
⑤小金井駅西・北部
⑥小金井駅西・南部
⑦下古山
⑧石橋駅周辺
⑨仁良川

工業団地整備事業

⑩石橋第一工業団地
⑪石橋第二工業団地
⑫石橋第三工業団地
⑬柴工業団地
⑭西坪山工業団地
⑮下坪山工業団地
⑯西坪山工業団地東地区

⑧ 石橋駅周辺地区：公共施設の整備改善、宅地の利
用増進を図り、健全で良好な市街地を造成。

⑨ 仁良川地区：公共施設の整備改善を行い、居住環
境の向上と良好な宅地を供給。

⑯ 西坪山工業団地東地区：企業誘致を図る産業団地
を整備。

２.都市・交通の概況

（１）都市の概況

■土地利用、市街地整備の状況
・JR３駅を中心としたＪＲ線沿線と新４号国道周辺が市

街化区域となっている。
・石橋駅周辺地区と仁良川地区では、土地区画整理事業

が施行中である。
・西坪山工業団地東地区では、産業団地の整備に向けて

取り組み中である。

【施行中】

⑦下古山

⑧石橋駅周辺

①駅前火災復興

②上大領

④自治医科大学周辺

⑤小金井駅西・北部

⑥小金井駅西・南部

③小金井駅東

⑨仁良川

⑪石橋第二工業団地

⑫石橋第三工業団地

⑬柴工業団地

⑯西坪山工業団地東地区

9

■土地利用状況

⑭西坪山工業団地

⑩石橋第一工業団地

⑮下坪山工業団地



２.都市・交通の概況

（１）都市の概況

■都市機能・居住機能の誘導
・下野市では、ＪＲ3駅を都市機能の集積拠点となる核

として、それらを公共交通でつなぐ“ネットワーク型コ
ンパクトシティ”の形成を図ることを目指す。

【都市機能】ＪＲ3駅周辺の市街化区域内に誘導

【居住機能】ＪＲ3駅周辺に誘導

注）仁良川地区は、土地区画整理事業により、良好な住環境が形成され
ており、現時点では法定の居住誘導区域は設定せず「郊外型居住区
域」として若年層等の人口流入の受け皿とする。

資料：「下野市立地適正化計画」（2019年3月）より

区 分 主な誘導施設

自治医大駅周辺
社会福祉、商業、教育文化（複合コンベン
ション等）、医療 等

石橋駅周辺
社会福祉、商業、教育文化（公民館等）、
医療 等

小金井駅周辺 社会福祉、商業、医療 等

区 分 設定の範囲

自治医大駅周辺
人口集積・密度ともに高いことから、市街
化区域と同範囲で区域設定。

石橋駅周辺
工業系用途を除き、駅を中心とした概ね
1.5kmの範囲で区域設定。

小金井駅周辺
駅から概ね1kmの範囲を目安とし、運動公
園や小山車両センター等を除いて設定。
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■都市機能誘導区域・居住誘導区域



２.都市・交通の概況

（１）都市の概況

■将来人口の動向
・人口は、増加傾向が続いていたが、2014年（Ｈ26）に減少に転じた。今後も緩やかに減少していくと見込

まれる。人口減少の抑制、若年層の定住促進に向けた環境づくりが必要である。
・高齢者人口（65歳以上）の比率は、今後３割まで急速に増加していく。長寿・高齢社会を見据え、歩いて暮

らせる生活環境づくり、公共交通の充実などが必要である。

■年齢３区分別人口比率の見通し

■将来人口の見通し 出産・子育て環境づくり、Uターンしやす
い環境整備（転入の促進）、雇用創出によ
る転出の抑止、定住化の促進を図ることを
考慮。

11資料：「下野市人口ビジョン」（2020年1月）より



【2005年】 【2015年】
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２.都市・交通の概況

（１）都市の概況

■人口分布
・人口密度は、ＪＲ３駅周辺で高い。ＪＲ3駅周辺（一部）と仁良川地区では人口増加もみられるが、これら外

側の人口密度の低い地域等では人口が減少傾向となっている。「生活の足」の確保が困難になりつつある。

■人口密度の変化（2005年→2015年）

2005年人口密度 2015年人口密度

増減率

資料：各年「国勢調査」より
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２.都市・交通の概況

（２）交通の概況

■広域・地域間の人の動き
・「県央広域都市圏生活行動実態調査（Ｈ26）」及び「小山市パーソントリップ調査（2018年）」によれば、

下野市に発着する人の総移動量は約18万トリップ／日（平日）となっている。
・このうち、下野市内々の移動量は約４割、約６割が市外（宇都宮市、小山市等）との移動である。
・広域的移動、市内拠点間移動の利便性を確保するため、広域連携軸、地域幹線軸の強化が必要である。

内々量 （     /日）

100,000

50,000

30,000

10,000

5,000

地域間流動量（     /日）

注）下野市及び隣接市町（栃木市を除く）外々 の流動 、3,000トリップ/日未満の流動は非表示

500,000
200,000
50,000

（トリップ/日）

下野市内々 77,074

下野市⇒隣接市町 42,741 23.1%

隣接市町⇒下野市 42,537 23.0%

下野市⇒その他 11,240 6.1%

その他⇒下野市 11,379 6.2%

合計 184,971

注）隣接市町とは、宇都宮市、小山市、壬生町、上三川町及び真岡市

41.7%

46.1%

12.2%

100.0%

流動区分
トリップ数

（％）

下野市内々

41.7%

下野市⇒隣接市町

23.1%

隣接市町⇒下野市

23.0%

下野市⇒その他

6.1%

その他⇒下野市

6.2%

（下野市発着合計 185千トリップ/日）

資料：「平成26年度県央広域都市圏生活行動実態調査」及び「2018年度小山市パーソントリップ調査」より

■人の移動パターン■流動区分別人の移動量
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２.都市・交通の概況

（２）交通の概況

■移動目的別の人の動き

【通勤（約３万トリップ／日）】
・市内通勤（約２割）よりも、宇都宮市等の市

外間の通勤が多い（約８割）。

【通学（約１万トリップ／日）】
・市内通学が６割と多い。市外間の通学も４割

みられる。

【業務（約1.5万トリップ／日）】
・市内々（４割）よりも、市外間が６割と多い。

※ 業務とは、営業、納品・仕入、会議等

【私事（約５万トリップ／日）】
・市内々、市外間ともに５割。

※ 私事とは、買い物・飲食、娯楽、通院等

資料：「平成26年度県央広域都市圏生活行動実態調査」及び「2018年度小山市パーソントリップ調査」より

下野市内々

24.1%

下野市⇒隣接市町

33.6%

隣接市町⇒下野市

26.6%

下野市⇒その他

14.6%

その他⇒下野市

1.0%

（下野市発着合計 30.5千トリップ/日）

下野市内々

58.0%下野市⇒隣接市町

17.9%

隣接市町⇒下野市

9.6%

下野市⇒その他

13.8%

その他⇒下野市

0.6%

（下野市発着合計 10.6千トリップ/日）

下野市内々

41.7%

下野市⇒隣接市町

21.0%

隣接市町⇒下野市

18.0%

下野市⇒その他

12.5%

その他⇒下野市

6.8%

（下野市発着合計 16.4千トリップ/日）

下野市内々

48.2%

下野市⇒隣接市町

18.9%

隣接市町⇒下野市

24.9%

下野市⇒その他

5.3%

その他⇒下野市

2.6%

（下野市発着合計 48.3千トリップ/日）

【通 勤】 【通 学】

【業 務】 【私 事】

9.5%

23.9%

19.1%

39.5%

2.8%

16.5%

8.0%

4.5%

2.4%

13.1%

0.6%

5.7%

8.9%

8.1%

6.9%

18.2%

9.8%

8.9%

30.2%

21.3%

28.3%

23.0%

11.0%

26.1%

41.6%

40.7%

41.6%

4.5%

73.5%

41.1%

1.8%

1.6%

1.7%

1.7%

2.4%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

下野市内々

下野市⇒隣接市町

隣接市町⇒下野市

下野市⇒その他

その他⇒下野市

合計

通勤 通学 業務 私事 帰宅 その他

77,074 

42,741 

11,379 

11,240 

42,537 

184,971 

(     /日)

■目的別にみた人の流動状況



0.2%

8.2%

8.1%

26.3%

26.3%

7.0%

0.0%

0.2%

0.1%

0.0%

0.0%

0.1%

64.5%

84.0%

84.5%

66.1%

65.5%

73.8%

13.6%

3.5%

3.5%

2.4%

2.4%

7.6%

18.0%

1.0%

1.1%

1.1%

1.1%

8.1%

3.8%

3.1%

2.6%

4.1%

4.7%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

下野市内々

下野市⇒隣接市町

隣接市町⇒下野市

下野市⇒その他

その他⇒下野市

合計

鉄道 バス 自動車 自転車 徒歩 その他

77,074 

42,741 

11,379 

11,240 

42,537 

184,971 

(     /日)
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２.都市・交通の概況

（２）交通の概況

■利用交通手段
・人の移動における利用交通手段は、約７割が自動車利用

である。通勤においても、８割が自動車利用である。

・鉄道利用は約７％と少ないが、市外間では多くの鉄道利
用がみられる。特に、通学では、鉄道が多く利用されて
おり、通学の重要な交通手段となっている。

・なお、バス利用は、ほとんどみられない。

0.0%

59.8%

62.6%

73.8%

85.7%

27.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

8.3%

11.8%

16.9%

8.3%

14.3%

9.8%

29.6%

23.0%

18.6%

10.4%

0.0%

24.5%

59.0%

3.8%

2.0%

5.6%

0.0%

35.9%

3.0%

1.6%

0.0%

1.8%

0.0%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

下野市内々

下野市⇒隣接市

町

隣接市町⇒下野

市

下野市⇒その他

その他⇒下野市

合計

鉄道 バス 自動車 自転車 徒歩 その他

6,170 

1,904 

63 

1,472 

1,023 

10,632 

(     /日)

1.0%

7.5%

4.4%

25.1%

9.7%

7.7%

0.0%

0.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.1%

70.6%

87.3%

90.1%

70.3%

79.3%

81.4%

14.5%

0.6%

2.6%

1.1%

0.0%

4.5%

10.2%

0.0%

0.4%

0.6%

0.0%

2.6%

3.7%

4.5%

2.6%

2.8%

11.0%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

下野市内々

下野市⇒隣接市町

隣接市町⇒下野市

下野市⇒その他

その他⇒下野市

合計

鉄道 バス 自動車 自転車 徒歩 その他

7,347 

10,235 

319 

4,441 

8,110 

30,452 

(     /日)

【通 勤】

【通 学】

【全目的】

資料：「平成26年度県央広域都市圏生活行動実態調査」及び「2018年度小山市パーソントリップ調査」より

■利用交通手段割合
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２.都市・交通の概況

（２）交通の概況

■自動車交通需要と都市計画道路網等
・下野市に発着する自動車交通量（H22:約13万台ト

リップ／日）のうち、３割が市内々流動、７割が
市外間（宇都宮市や小山市等）の流動である。

・下野市の都市計画道路（36路線）の整備率は、約
73.7％（H28）であり、各所に未着手路線がある。

・また、構想段階の路線も各所にある。

■自動車交通の流動パターン

資料：「平成22年度全国道路・街路交通情勢調査（道路交通センサス）」より 資料：下野市資料より

■幹線道路網等

内々量 （台/日）

80,000

50,000

20,000

10,000

5,000

地域間流動量（台/日）

注）下野市及び隣接市町外々の流動、5,000台/日未満の流動は非表示

500,000
300,000
100,000
25,000

下野市内々

31.8%

下野市⇒隣接市町

28.2%

隣接市町⇒下野市

28.2%

下野市⇒その他

5.9%

その他⇒下野市

6.0%

（H22：下野市発着合計 131千台/日）
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２.都市・交通の概況

（２）交通の概況

■バス路線等の状況
・下野市では、市内路線が１路線（自治医大線）、市

外間が３路線（宇都宮-石橋線、石橋-真岡線、広域
連携バス「ゆうがおバス」）が運行されている。

・市外間では、小山市とを結ぶコミュニティバス
（おーバス羽川線）も運行されている。

・また、市内３エリアでデマンドバス（おでかけ号）
が運行されている。

・主な路線バスの運行本数は、自治医大線では１時間
に平均４本、ピーク時に7～8本と多いが、他の路線
は、1時間に1～2本、ピーク時に２～４本のバス
サービスとなっている。

資料：令和元年度「第３回下野市地域公共交通会議」令和元年11月4日より

バス路線 方 向
１時間平均
運行本数

ピーク時
運行本数

①石橋駅→宇都宮駅 下り 2 4

上り 2 3

②石橋駅→真岡車庫 下り 1 2

上り 1 3

③自治医大駅→自治医大 下り 4 8

上り 4 7

■バス路線網等（デマンドバスを含む）

■主なバス路線の運行本数

資料：関東自動車ホームページ「バス時刻表」より



（トリップ/日）

下野市内々 18,547

下野市⇒隣接市町 7,085 20.3%

隣接市町⇒下野市 6,984 20.0%

下野市⇒その他 1,094 3.1%

その他⇒下野市 1,190 3.4%

合計 34,900
注）隣接市町とは、宇都宮市、小山市、壬生町、上三川町及び真岡市

53.1%

40.3%

6.5%

100.0%

流動区分
高齢者のトリップ数

（％）

0.0%

3.5%

4.3%

11.5%

6.9%

2.2%

0.0%

0.5%

0.3%

0.0%

0.0%

0.2%

66.4%

85.0%

85.6%

75.6%

79.2%

74.8%

13.1%

5.1%

5.1%

2.0%

1.8%

9.1%

14.3%

2.1%

2.5%

1.6%

1.5%

8.6%

6.2%

3.7%

2.2%

9.2%

10.5%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

下野市内々

下野市⇒隣接市町

隣接市町⇒下野市

下野市⇒その他

その他⇒下野市

合計

鉄道 バス 自動車 自転車 徒歩 その他

458 

284 

0 

115 

364 

1,221 

(     /日)
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２.都市・交通の概況

（２）交通の概況

■高齢者交通の増加
・高齢者（65歳以上）の移動量は、約3.5万トリップ/日で、全市総移動量の約２割を占めている。
・移動パターンは、市内々、市外間が共に５割であり、広域的な移動も多い。
・利用交通手段は、概ね７割が自動車利用であり、ドアー・ツー・ドアーニーズが強い高齢者にとって、自動

車は重要な交通手段になっている。
・高齢化の進展により、高齢者の自動車利用の増加、運転免許証自主返納増加等への対応が必要である。

資料：「平成26年度県央広域都市圏生活行動実態調査」及び「2018年度小山市パーソントリップ調査」より

■流動区分別高齢者の移動量

■高齢者の交通手段別利用割合

Ｈ27以降増加

資料：下野市資料より

■運転免許証自主返納者数の推移
（下野市、65歳以上）



３.交通実態調査の概要

（１）簡易パーソントリップ調査（PT調査）

（２）交通意識アンケート調査

３.交通実態調査の概要
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３.交通実態調査の概要

（１）簡易パーソントリップ調査（ＰＴ調査）

項 目 内 容 備 考

① 調査の目的 ・ 都市交通課題、施策立案の検討基礎データとなる市民の生
活行動実態を、｢個人属性や地区、交通手段｣ごとに把握する。

② 調査対象地域 ・市内全域

③ 調査対象者 ・満５歳以上（令和２年１０月１日現在）の市民とし、住民基本台
帳から無作為に抽出。

④ 調査規模 ・調査対象世帯数：約1,300世帯（約3,100人）、回収目標：約750
人（回収率：約25％）

⑤ 調査時期 ・ 令和２年１０月（調査日：火～木の平日）

⑥ 調査手法 ・郵送配布・回収

⑦ 調査項目 【個人属性】性別、年齢、職業、自動車運転免許の有無、自由
に使える自動車の有無 等

世帯票

【移動実態】移動目的、出発地・目的地、利用交通手段、目的地
の施設、出発時刻・到着時刻 等

※ 次ページ参照

個人票



区分 主な調査項目 調査票

個人属性 性別、年齢、職業、自動車運転免許の有無、自由に使える自動車の有無 等 世帯票

移動実態 移動目的、出発地・目的地、利用交通手段、目的地の施設、出発時刻・到着時刻 等 個人票

■調査項目

サラーリーマンの例

子供の例

※ 宇都宮市ホームページ「県央広域都市圏生活行動実態調査について」より
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３.交通実態調査の概要

（１）簡易パーソントリップ調査（ＰＴ調査）



（参考）簡易パーソントリップ調査（ＰＴ調査）世帯調査票
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３.交通実態調査の概要

あ
な

た
の

世
帯

の
方
全

員
に

つ
い
て

、
お
答

え
く
だ

さ
い
。

※
い
ち
ば
ん
左
の
欄
に
記
入
さ
れ
て
い
る
何
人
目
か
は
、
別
紙
の
「
個
人
票
」
に
も
記
入
し
ま
す
。

㊙
下
野
市
交
通
実
態
調
査

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査

世
帯

票

■
記
入
に
つ
い
て
の
お
願
い

・
鉛
筆
ま
た
は
黒
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
回
答
は
、

の
部
分

(回
答
欄

)に
記

入
し

て
く
だ

さ
い
。

・
回
答
欄
に

が
つ
い
て
い
る
場
合
は
、
指
定
す
る
表
か

ら
あ
て
は
ま
る
番
号

を
選
ん

で
記
入

し
て
く

だ
さ
い

。

※
こ
こ
に
は
記
入
不
要
で
す

こ
の
調
査
は

、
将
来

の
交
通

計
画
や

ま
ち
づ

く
り
を

検
討
す
る
た
め

の
基
礎

資
料
を

得
る
こ

と
を
目

的
に
し

て
い
ま
す
。
記

入
さ
れ

た
こ
と

を
そ
の

ま
ま
公

開
す
る

こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

あ
な
た
の
世
帯
の
現
住
所
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

１

町

２

世
帯

構
成

人
員

(１
)

性
別

(２
)

年
齢

(令
和
２
年
５
月

１
日
現
在

)

(３
)

職
業

 表
１

か
ら
選
択

(４
)

就
業
形
態

(３
)で

”1～
3”を

選
ん
だ
方
の

み

 表
２

か
ら
選
択

(５
)

自
動
車
運
転
免
許

の
保
有
状
況

※
バ
イ
ク
・
原

付
を
除

く

(６
)

自
由
に
使
え
る
自
動
車
の
有
無

※
(５

)で
”1”を

選
ん
だ

方
の
み

(記
入

例
)

歳歳歳歳歳歳

世
帯
主

１
人

目

ご
不

明
な

点
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
以
下

ま
で
お

問
い
合

わ
せ
く

だ
さ
い

(フ
リ

ー
ダ

イ
ヤ

ル
0120-0000-0000

午
前

９
時

～
午

後
６

時
（

土
日
・

祝
日
を

除
く
）

)

表
1

職
業

表
２

就
業

形
態

歳

１
男

２
女

１
. 農

林
業
・
漁
業
・
鉱
業
等

(第
一
次
産
業
従
事
者

)

２
. 製

造
業
・
建
設
業
・
工
業
等

(第
二
次
産
業
従
事
者

)

３
. サ

ー
ビ
ス
業
・
公
務
等

(第
三
次
産
業
従
事
者

)

４
. 園

児
・
生
徒
・
学
生
な
ど

５
. 主

婦
・
主
夫

(職
業
従
事
者
を
除
く

)

６
. 無

職

７
. そ

の
他

１
. 自

営
業
主
・
家
族
事
業
者

２
. 正

規
の
職
員
・
従
業
員

３
. 派

遣
社
員
・
契
約
社
員
等

４
. パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

５
. 会

社
等
の
役
員

６
. そ

の
他

現
住
所

下
野
市

丁
目

１
男

２
女

１
持

っ
て

い
る

２
持

っ
て

い
な

い

３
返

納
し

た

１
持

っ
て

い
る

２
持

っ
て

い
な

い

３
返
納
し
た

１
ほ

ぼ
自

分
専

用
の

自
動

車
が

あ
る

２
家

族
共

用
の

自
動

車
が

あ
る

３
な

い

１
ほ

ぼ
自

分
専

用
の

自
動

車
が

あ
る

２
家

族
共

用
の

自
動

車
が

あ
る

３
な

い
３

２
人

目

４
人

目

５
人

目

６
人

目

３
人

目

２

１
男

２
女

１
持

っ
て

い
る

２
持

っ
て

い
な

い

３
返

納
し

た

１
ほ

ぼ
自

分
専

用
の

自
動

車
が

あ
る

２
家

族
共

用
の

自
動

車
が

あ
る

３
な

い

１
男

２
女

１
持

っ
て

い
る

２
持

っ
て

い
な

い

３
返

納
し

た

１
ほ

ぼ
自

分
専

用
の

自
動

車
が

あ
る

２
家

族
共

用
の

自
動

車
が

あ
る

３
な

い

１
男

２
女

１
持

っ
て

い
る

２
持

っ
て

い
な

い

３
返

納
し

た

１
ほ

ぼ
自

分
専

用
の

自
動

車
が

あ
る

２
家

族
共

用
の

自
動

車
が

あ
る

３
な

い

１
男

２
女

１
持

っ
て

い
る

２
持

っ
て

い
な

い

３
返

納
し

た

１
ほ

ぼ
自

分
専

用
の

自
動

車
が

あ
る

２
家

族
共

用
の

自
動

車
が

あ
る

３
な

い

１
男

２
女

１
持

っ
て

い
る

２
持

っ
て

い
な

い

３
返
納
し
た

１
ほ

ぼ
自

分
専

用
の

自
動

車
が

あ
る

２
家

族
共

用
の

自
動

車
が

あ
る

３
な

い

38



（参考）簡易パーソントリップ調査（ＰＴ調査）個人調査票
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３.交通実態調査の概要

１
番
目
の
移
動

(１
) 目

的
地
は

(３
)移

動
目
的
は

※
か
ら
選

択

㊙
下
野
市
交
通
実
態
調
査

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査

個
人
票

■
記
入
に
つ
い
て
の
お
願
い

・
鉛
筆
ま
た
は
黒
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
回
答
は
、

の
部
分

(回
答
欄

)に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
回
答
欄
に

が
つ
い
て
い
る
場
合
は
指

定
す
る

表
か
ら

あ
て

は
ま
る
番
号
を
選
ん
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
回
答
欄
に
番
号
が
つ
い
て
い
る
場
合
は
、
あ
て
は
ま
る
番
号
を
〇

で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
こ
こ
に
は
記
入
不
要
で
す

は
じ
め
に
、
お
答
え
下
さ
い
。
【
５

歳
以
上
の
方
（
令
和
２
年
５
月
１
日
現
在
）
一
人
ひ
と
り
が
ご
記
入
く
だ
さ
い

】

(１
) 調

査
日
（

午
前
３
時
か
ら
翌
日
の
午
前
３
時
ま
で
）

同
封
の
「
調
査
の
ご
説
明
」

に
記
載
さ
れ
た
あ
な
た
の
調
査
日
を
記
入

(２
) あ

な
た
は
、
 世

帯
票

 に
記
載
さ
れ
た
方
の
何
人
目
と
な
り
ま
す
か
。

 
 

 
 

人
目

(３
) あ

な
た
の
勤
務
先
・
通
学
先
・
通
園
先
の
住
所
は

※
｢世

帯
票
｣の

(３
)で

”１
、

2
、

3
、
４

”を
選
ん
だ
方
の
み

      
月

 
 
日

 
 
曜

日

都
道

府
県

市
区

町
村

町字

調
査
日
の
は
じ
め
に
い
た
場
所
（
調
査
日
の
午
前
３
時
に
い
た
場
所
）

(１
) 具

体
的
な
場
所
は

１
自
宅

２
勤
務
先
・
通
学
先
・
通
学
先

３
そ
れ
以
外

そ
れ

以
外

の
場

合
は

【
住

所
】

ま
た

は
【

建
物

名
称

】
を

記
入

(２
) は

じ
め
に
い
た
場
所
の
施
設
の
種
類
は

※
か
ら
選
択

調
査
日
の
外
出

Ｂ

都
道

府
県

Ｃ

 裏
面
に
お
進
み
下
さ
い
。

１
外
出
し
た

２
外
出
し
な
か
っ
た

翌
日
の
午

前
３
時

ま
で

の
、
全

て
の
移

動
を

、
順

番
に

、
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

３
 へ

外
出

し
な
か
っ
た
方

は
、
以

下
に

回
答

し
て

、
終

わ
り

で
す

。
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

1

(４
) 出

発
時
刻
は

１
 午

前
２

午
後

 
 
時

 
 

分

到
着
時
刻
は

１
 午

前
２

午
後

 
 
時

 
 
分

(５
)交

通
手
段
は

※
か
ら
、

利
用

し
た

順
番

に
番

号
を

選
択

鉄
道

を
利
用

し
た
方

自
動

車
を

利
用

し
た
方

１
自
宅

２
勤
務
先
・
通
学
先
・
通
園
先

あ
な
た
が
運
転

１
 は

い
２

い
い
え

１(２
) 目

的
地
の
施
設
の
種
類
は

※
か
ら
選
択

 表
１

乗
車

駅
名

降
車

駅
名

表
２

移
動
目

的

表
１

施
設

の
種
類

表
３

交
通
手
段

■
生
活
系
施
設

１
.住
宅
・
寮

２
.学
校
・
保
育
・
文
化
施
設

３
.医
療
施
設

４
.高
齢
福
祉
施
設

５
.公
園
・
自
然
池
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等

６
.そ
の
他
の
生
活
系
施
設

■
商
業
系
施
設

７
.大
規
模
小
売
店

(デ
パ
ー
ト
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

)
８

.小
規
模
小
売
店

(コ
ン
ビ
ニ
、
個
人
商

店
)

９
.宿
泊
施
設
・
ホ
テ
ル

１
０

.飲
食
施
設

１
１

.ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設

１
２

.そ
の
他
の
商
業
系
施
設

■
業
務
系
・
工
業
系
施
設

１
３

.事
務
所
・
会
社
・
銀
行

１
４

.官
公
庁
施
設

１
５

.そ
の
他
の
業
務
系
・
工
業
系
施
設

■
通
勤
・
通
学

１
.勤
務
先
へ

(出
勤
・
帰
社

)

２
.通
学
先
へ

(登
校
・
帰
校

)

■
買
物
・
食
事
・
社
交
等

３
.日
用
品
の
買
物
へ

４
.日
用
品
以
外
の
買
物
へ

５
.食
事
・
社
交
へ

６
.文
化
活
動
へ

■
通
院
・
介
護
等

７
.通
院
・
リ
ハ
ビ
リ
へ

８
.デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ

■
つ
き
そ
い
・
送
迎

９
.他
者
の
用
事
の
つ
き
そ
い

１
０

.他
者
の
送
り
迎
え

■
そ
の
他
の
私
的
な
活
動

１
１

.塾
・
習
い
事
・
学
習
へ

１
２

.散
歩
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
運
動
へ

１
３

.観
光
・
行
楽
・
レ
ジ
ャ
ー
へ

１
４

.地
域
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

１
５

.そ
の
他
の
私
用
へ

■
業
務

１
６

.打
合
せ
・
会
議
・
商
談
へ

１
７

.販
売
・
配
達
・
仕
入
・
購
入
先
へ

１
８

.そ
の
他
の
業
務
へ

■
帰
宅

１
９

.自
宅
へ

(帰
宅

)

■
徒
歩
・
二
輪
車

１
.徒
歩

(シ
ニ
ア
カ
ー
含
む

)
２

.自
転
車

(個
人
所
有

)
３

.レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

４
.バ
イ
ク

(原
動
機
付
自
転
車
・
自
動
二
輪

)

■
鉄
道
・
路
面
電
車

５
.鉄
道
・
地
下
鉄
・
モ
ノ
レ
ー
ル
・
新
交
通

６
.路
面
電
車

■
バ
ス

７
.路
線
バ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

８
.デ
マ
ン
ド
バ
ス
（
お
で
か
け
号
）

9
.高
速
バ
ス

1
0

.自
家
用
バ
ス
・
貸
切
バ
ス

(企
業
等
の
送
迎
バ
ス
を
含
む

)

■
自
動
車

１
1

.乗
用
車
・
軽
乗
用
車

１
2

.貨
物
自
動
車
・
軽
貨
物
車

１
3

.レ
ン
タ
カ
ー
・
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

１
4

.タ
ク
シ
ー
・
ハ
イ
ヤ
ー

■
そ
の
他

１
5

.そ
の
他

丁
目

３
そ
れ
以
外

そ
れ

以
外

の
場

合
は

【
住

所
】

ま
た

は
【
建

物
名
称

】
を
記

入

市
区

町
村

町字
丁

目

こ
の
調

査
は

、
将

来
の

交
通

計
画

や
ま

ち
づ

く
り

を
検

討
す
る
た

め
の

基
礎

資
料

を
得

る
こ

と
を

目
的

に
し

て
い

ま
す
。
記

入
さ

れ
た

こ
と

を
そ

の
ま

ま
公

開
す

る
こ

と
は

あ
り
ま
せ

ん
。

都
道

府
県

市
区

町
村

町字
丁

目

【
目
的

地
の
住

所
】

【
は
じ
め
に

い
た

建
物

の
名
称

】

【
目
的

地
の
建
物

の
名
称

】

【
は
じ
め
に

い
た
場

所
の
住

所
】

 表
２

 表
１

 表
３

２
番
目
の
移
動

(１
) 目

的
地
は

(３
)移

動
目
的
は

※
か
ら
選

択

都
道

府
県

(４
) 出

発
時
刻
は

１
 午

前
２

午
後

 
 
時

 
 
分

到
着
時
刻
は

１
 午

前
２

午
後

 
 
時

 
 
分

(５
)交

通
手
段
は

※
か
ら
、

利
用

し
た

順
番

に
番

号
を

選
択

鉄
道

を
利
用

し
た
方

自
動

車
を

利
用

し
た
方

１
自
宅

２
勤
務
先
・
通
学
先
・
通
園
先

あ
な
た
が
運
転

１
 は

い
２
い
い
え

２(２
) 目

的
地
の
施
設
の
種
類
は

※
か
ら
選
択

 表
１

乗
車

駅
名

降
車

駅
名

３
そ
れ
以
外

そ
れ

以
外

の
場

合
は

【
住

所
】

ま
た

は
【
建

物
名
称

】
を
記

入

市
区

町
村

町字
丁

目

【
目
的

地
の
住

所
】

【
目
的

地
の
建
物

の
名
称

】

 表
２

 表
３

２
外

出
し

な
か

っ
た

理
由

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
防
止

へ
の

対
応

の
た

め

１
外

出
し

な
か

っ
た

理
由

は
、

休
暇
、
在
宅
作
業
、
外
出
用
事
な
し
等
の
た
め
（
下

記
の

２
以

外
）

Ａ
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３.交通実態調査の概要

（２）交通意識アンケート調査

項 目 内 容 備 考

① 調査の目的 ・ 市民の合意・納得が得られる施策立案の基礎データとなる市
民の｢現況交通サービスの満足度やニーズ等｣を把握する。

② 調査対象地域 ・市内全域

③ 調査対象者 ・満１５歳以上（令和２年１０月１日現在）の市民とし、調査対象
世帯は、住民基本台帳から無作為に抽出

※ 小規模ＰＴ調査対象と異なる世帯を抽出

④ 調査規模 ・調査対象世帯数：約670世帯（約1,400人）、回収目標：約570人
（回収率：約40％）

⑤ 調査時期 ・ 令和２年１０月

⑥ 調査手法 ・郵送配布・回収

⑦ 調査項目 【個人属性】性別、年齢、職業、自動車運転免許の有無、自由
に使える自動車の有無 等

世帯票

【意識・ニーズ】交通手段ごとの、利用頻度・目的、現況交通
サービスに対する満足度、改善ニーズ
自動車利用抑制への協力・条件、今後重点的に取
り組むべき交通課題、新型コロナウィルス感染拡大
の影響 等

個人票



（参考）交通意識アンケート調査 世帯調査票
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３.交通実態調査の概要

あ
な

た
の

世
帯

の
方
全
員

に
つ

い
て

、
お
答

え
く
だ

さ
い
。

※
い
ち
ば
ん
左
の
欄
に
記
入
さ
れ
て
い
る
何
人
目
か
は
、
別
紙
の
「
個
人
票
」
に
も
記
入
し
ま
す
。

㊙
下
野
市
交
通
実
態
調
査

交
通
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

世
帯

票

■
記

入
に

つ
い

て
の

お
願

い

・
鉛
筆
ま
た
は
黒
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
回
答
は
、

の
部
分

(回
答
欄

)に
記

入
し

て
く
だ

さ
い
。

・
回
答
欄
に

が
つ
い
て
い
る
場
合
は
、
指
定
す
る
表
か

ら
あ
て
は
ま
る
番
号

を
選
ん

で
記
入

し
て
く

だ
さ
い

。

※
こ
こ
に
は
記
入
不
要
で
す

こ
の
調
査
は

、
将
来

の
交
通

計
画
や

ま
ち
づ

く
り
を

検
討
す
る
た
め

の
基
礎

資
料
を

得
る
こ

と
を
目

的
に
し

て
い
ま
す
。
記

入
さ
れ

た
こ
と

を
そ
の

ま
ま
公

開
す
る

こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

あ
な

た
の

世
帯

の
現

住
所

に
つ

い
て

お
答

え
く

だ
さ

い
。

１

町

２

世
帯

構
成

人
員

(１
)

性
別

(２
)

年
齢

(令
和
２
年
５
月

１
日
現
在

)

(３
)

職
業

 表
１

か
ら
選
択

(４
)

就
業
形
態

(３
)で

”1～
3”を

選
ん
だ
方
の

み

 表
２

か
ら
選
択

(５
)

自
動
車
運
転
免
許

の
保
有
状
況

※
バ
イ
ク
・
原

付
を
除

く

(６
)

自
由
に
使
え
る
自
動
車
の
有
無

※
(５

)で
”1”を

選
ん
だ

方
の
み

(記
入
例

)

歳歳歳歳歳歳

世
帯

主

１
人
目

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
以
下
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

(フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0120-0000-0000
午
前
９
時
～
午
後
６
時
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

)

表
1

職
業

表
２

就
業

形
態

歳

１
男

２
女

１
. 農

林
業
・
漁
業
・
鉱
業
等

(第
一
次
産
業
従
事
者

)

２
. 製

造
業
・
建
設
業
・
工
業
等

(第
二
次
産
業
従
事
者

)

３
. サ

ー
ビ
ス
業
・
公
務
等

(第
三
次
産
業
従
事
者

)

４
. 園

児
・
生
徒
・
学
生
な
ど

５
. 主

婦
・
主
夫

(職
業
従
事
者
を
除
く

)

６
. 無

職

７
. そ

の
他

１
. 自

営
業
主
・
家
族
事
業
者

２
. 正

規
の
職
員
・
従
業
員

３
. 派

遣
社
員
・
契
約
社
員
等

４
. パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

５
. 会

社
等
の
役
員

６
. そ

の
他

現
住

所

下
野

市
丁
目

１
男

２
女

１
持
っ
て
い
る

２
持
っ
て
い
な
い

３
返
納
し
た

１
持
っ
て
い
る

２
持

っ
て

い
な

い

３
返
納
し
た

１
ほ
ぼ
自
分
専
用
の
自
動
車
が
あ
る

２
家
族
共
用
の
自
動
車
が
あ
る

３
な
い

１
ほ
ぼ
自
分
専
用
の
自
動
車
が
あ
る

２
家
族
共
用
の
自
動
車
が
あ
る

３
な
い

３

２
人
目

４
人
目

５
人
目

６
人
目

３
人
目

２

１
男

２
女

１
持
っ
て
い
る

２
持
っ
て
い
な
い

３
返
納
し
た

１
ほ
ぼ
自
分
専
用
の
自
動
車
が
あ
る

２
家
族
共
用
の
自
動
車
が
あ
る

３
な
い

１
男

２
女

１
持
っ
て
い
る

２
持
っ
て
い
な
い

３
返
納
し
た

１
ほ
ぼ
自
分
専
用
の
自
動
車
が
あ
る

２
家
族
共
用
の
自
動
車
が
あ
る

３
な
い

１
男

２
女

１
持
っ
て
い
る

２
持
っ
て
い
な
い

３
返
納
し
た

１
ほ
ぼ
自
分
専
用
の
自
動
車
が
あ
る

２
家
族
共
用
の
自
動
車
が
あ
る

３
な
い

１
男

２
女

１
持
っ
て
い
る

２
持
っ
て
い
な
い

３
返
納
し
た

１
ほ
ぼ
自
分
専
用
の
自
動
車
が
あ
る

２
家
族
共
用
の
自
動
車
が
あ
る

３
な
い

１
男

２
女

１
持
っ
て
い
る

２
持
っ
て
い
な
い

３
返
納
し
た

１
ほ
ぼ
自
分
専
用
の
自
動
車
が
あ
る

２
家
族
共
用
の
自
動
車
が
あ
る

３
な
い

38



（参考）交通意識アンケート調査 個人調査票（1/2）
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３.交通実態調査の概要

㊙下野市交通実態調査
交通意識アンケート調査

個 人 票

この調査は、将来の交通計画やまちづく
りを検討するための基礎資料を得ること
を目的にしています。記入されたことをそ
のまま公開することはありません。

最初に、「鉄道」で出かけるときのことについて、お聞きします。

記入に
ついて
のお願
い

① 鉛筆または黒のボールペンで記入してください。
② 15歳以上の方が一人ひとり、それぞれの調査票に記入してください。
③ 回答は、 の部分（回答欄）に記入してください。
④ 回答欄に番号がある場合は、あなたのことに近い内容の番号を〇で囲んでください。
⑤ 回答欄が の場合は、具体的に数字や文字を記入してください。

    問１ あなたは、｢世帯票｣に記載されたご家族の何人目となりますか。

※「世帯票」の ～ からお答え下さい。

人目

1人目 6人目

問２

問４

問３

問５

問６

問 １０

問 １１

１． 通勤 ４． 食事・社交・娯楽

２． 通学 ５． 観光・行楽・レジャー

３． 買い物 ６． 通院

７． その他私用（習い事など）

８． 商用・営業・会議などの仕事・業務

９． その他

自宅から出かけるとき（日曜日・祝日を除く）、鉄道に乗って出かけることはありますか。（番号1つに〇印）

鉄道に乗って出かけるときの目的は、何が最も多いですか。（番号1つに〇印）

鉄道の乗って出かけるとき、最もよく使う鉄道駅は、どこですか。（駅名を記入）

鉄道や鉄道駅等をもっと利用しやすくするためには、何をすることが必要だと思いますか。（自由に、ご意見を記入）

駅

のバスに乗るとき、バス停等で何分くらいバスを待ちますか。（待ち時間を記入）
また、そのバス待ち時間に満足していますか。（番号1つに〇印）

分待ち

およそ

のバス停等で乗車し目的地で降車するまで、バス運賃は何円くらい支払いますか。（運賃を記入）
また、その運賃は適切だと思いますか。（番号1つに〇印） ※運賃を支払っている方のみお答えください。

裏面の へお進みください。問１９

※ここには記入不要です。

全体として、現状の鉄道や鉄道駅等の利用のしやすさや快適性などに満足していますか。（番号1つに〇印）

１． 満足している

３． 現状程度でやむ得ないと思う

２． どちらかというと満足している

４． どちらともいえない

５． どちらかというと不満である

６． 不満である

１． 週に5日以上ある ３． 週に1～2日はある

２． 週に3～4日はある ４． 月に1～3日はある

５． 年に数日はある

６． 鉄道では出かけない へお進み下さい。

次に、「バス」で出かけるときのことについて、お聞きします。
※ バスとは、路線バス(関東自動車)、｢ゆうがおバス｣、デマンドバス｢おでかけ号｣、｢おーバス｣のことです。

問７

問９

問８

問１２

１． 通勤 ４． 食事・社交・娯楽

２． 通学 ５． 観光・行楽・レジャー

３． 買い物 ６． 通院

７． その他私用（習い事など）

８． 商用・営業・会議などの仕事・業務

９． その他

自宅から出かけるとき（日曜日・祝日を除く）、バスに乗って出かけることはありますか。（番号1つに〇印）

のバスに乗って出かけるときの目的は、何が最も多いですか。（番号1つに〇印）

バスに乗って出かけるとき、最もよく使うバスは、どれですか。（番号１つに〇印）

全体として、現状のバスの利用のしやすさや快適性などに満足していますか。（番号1つに〇印）

１． 満足している

３． 現状程度でやむ得ないと思う

２． どちらかというと満足している

４． どちらともいえない

５． どちらかというと不満である

６． 不満である

１． 週に5日以上ある ３． 週に1～2日はある

２． 週に3～4日はある ４． 月に1～3日はある

５． 年に数日はある

６． バスでは出かけない へお進み下さい。

１

２

問１３

問６

１． 宇都宮～石橋線（関東自動車）

３． 自治医大線（関東自動車）

２． 石橋～真岡線（関東自動車）

４． 広域連携バス「ゆうがおバス」

５． デマンドバス「おでかけ号」

６． おーバス（小山市コミュニティバス）

問８

問９

１． 満足している

３． 現状程度でやむえないと思う

２． どちらかというと満足している

４． どちらともいえない

５． どちらかというと不満である

６． 不満である

問１０

１． 高すぎる

３． 現状でやむ得ないと思う

２． どちらかというと高い ５． どちらかというと安い

６． 安すぎる

円

片道１回で

円

または、１ヵ月定期で

問１３ バスをもっと利用しやすくするためには、何をすることが必要だと思いますか。（自由に、ご意見を記入）

４． どちらともいえない

問１４

問１６

問１５

問１７

１． 通勤 ４． 食事・社交・娯楽

２． 通学 ５． 観光・行楽・レジャー

３． 買い物 ６． 通院

７． その他私用（習い事など）

８． 商用・営業・会議などの仕事・業務

９． その他

自宅から出かけるとき、自動車に乗って出かけることはありますか。（番号1つに〇印）

自動車に乗って出かけるときの目的は、何が最も多いですか。（番号1つに〇印）

自動車に乗って出かけるときは、自分で運転することが多いですか。（番号１つに〇印）

の目的で出かけるとき、自宅を出発する時間帯は、何時何分ころが多いですか。（時刻を記入）

１． 週に5日以上ある ３． 週に1～2日はある

２． 週に3～4日はある ４． 月に1～3日はある

５． 年に数日はある

６． 自動車では出かけない へお進み下さい。

３

問２２

次に、「自動車」で出かけるときのことについて、お聞きします。
※ 「自動車」利用とは、バスを除く四輪車の利用です。タクシー利用や同乗する場合も含みます。

３

１． 自分で運転することが多い ２． 同乗させてもらうこが多い

問１６

時 分ころ

問 １８ の時間帯における「下野市内の道路の交通状況」は、どのような状況ですか。（番号１つに〇印）
また、その交通状況に満足していますか。（番号1つに〇印）

１． 満足している

３． 現状程度でやむ得ないと思う

２． どちらかというと満足している

４． どちらともいえない

５． どちらかというと不満である

６． 不満である

問１７

１． 赤信号で停車する程度

２． 朝・夕に混雑・渋滞あり

３． 一日中混雑・渋滞あり

【ご注意】 各問への回答は、最近１ヵ月～２ヵ月程度のことについて、お答えください。
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３.交通実態調査の概要

問２０

問２１

あなたは、自動車の利用回数を減らしたり、自動車利用をやめたりすることができますか。（番号1つに〇印）

１． 条件によってはできる ２． 今は何があってもできない へお進み下さい。

１． 満足している

３． 現状でやむ得ないと思う

２． どちらかというと満足している

４． どちらともいえない

５． どちらかというと不満である

６． 不満である

問２２

問２３

１． 通勤 ４． 食事・社交・娯楽

２． 通学 ５． 観光・行楽・レジャー

３． 買い物 ６． 通院

７． その他私用（習い事など）

８． 商用・営業・会議などの仕事・業務

９． その他

自転車に乗って出かけるときの目的は、何が最も多いですか。（番号1つに〇印）

今後、自動車の利用回数を減らしたり、やめたりするために必要となる条件は何ですか。（番号1つに〇印）

１． 鉄道が今より利用しやすくなったとき

２． バスが今より利用しやすくなったとき

３． 安全・快適に自転車に乗れるようになったとき

５． 自動車の燃料代や維持費などが高くなったとき

６． 自動車の利用を制限されたとき

４． 安全・快適に歩けるようになったとき

７． その他

次に、「自転車」で出かけるときのことについて、お聞きします。

問２２ 自宅から出かけるとき（日曜日・祝日を除く）、自転車に乗って出かけることはありますか。（番号1つに〇印）

１． 週に5日以上ある ３． 週に1～2日はある

２． 週に3～4日はある ４． 月に1～3日はある

５． 年に数日はある

６． 自転車では出かけない へお進み下さい。問２７

４

問２５

問２６

問２４

自転車で目的地まで移動するとき、自転車の道路や走行空間に満足していますか（番号1つに〇印）。

自転車で移動するとき、主にどこを走行しますか（番号1つに〇印）。

１． 歩道を走行 ２． 車道を走行

自転車をもっと利用しやすくするためには、何をすることが必要だと思いますか。（番号３つ以内に〇印）

１． 自動車と分離された自転車のための道を作る

４． 凹凸や段差、坂道をなくする

２． 歩行者と分離された自転車のための道を作る

５． 自転車走行部分をもっと広くする

３． 電柱や看板、放置自転車や違法駐車をなくする

６． 自転車のための道をつなぎ、ネットワーク化する

７． 何をしても今以上の利用はしない

８． その他

次に、鉄道駅前空間に出かけるときのことについて、お聞きします。
※ 鉄道やバスに乗車・降車する目的で、駅前空間に出かける場合（通過する場合）を除きます。

５

問２８

１． 小金井駅前 ２． 自治医大駅前 ３． 石橋駅前

よく出かける駅前空間は、どこが最も多いですか。（番号1つに〇印）

問２７ 小金井駅、自治医大駅、石橋駅の駅前空間に出かけることがありますか（日曜日・祝日を除く）。（番号1つに〇印）

１． 週に5日以上ある ３． 週に1～2日はある

２． 週に3～4日はある ４． 月に1～3日はある

５． 年に数日はある

６． 駅周辺には出かけない へお進み下さい。問３２

１． 満足している

３． 現状でやむ得ないと思う

２． どちらかというと満足している

４． どちらともいえない

５． どちらかというと不満である

６． 不満である

問３０ の駅前空間を歩くとき、歩道や歩行環境に満足していますか（番号1つに〇印）。

問３１ 駅前空間でもっと快適に歩けるようにするためには、何をすることが必要だと思いますか。（番号３つ以内に〇印）

１． 自動車と分離された歩道を作る

４． 凹凸や段差、坂道をなくする

２． 自転車と分離された歩道を作る

５． 歩道をもっと広くする

３． 電柱や看板、放置自転車や違法駐車をなくする

７． 点字ブロック等をもっと多くつける

８． 何をしても今以上に歩くことはない

９． その他

６． 緑を増やし、明るい歩道とする

以上で本調査の質問は全て終わりです。ご協力ありがとうございました。

「下野市における移動・交通」に関する意見等、自由にご記入ください。

今後、下野市で取り組むべき重要な交通課題について、お聞きします。６

問３２ あなたは、今後、下野市が重点的に取り組むべき交通課題は何だと思いますか。（番号３つ以内に〇印）

１． 近隣都市との交流・連携を促進し、都市活力を生み出す交通体系（鉄道、幹線道路等）の形成

５． だれもが安心して便利に利用できる鉄道・バスサービスの維持・拡充

２． 市民の生活、都市活動を支え、地域を活性化する市内交通体系（市道、バス、自転車等）の拡充

８． 環境負荷の少ない交通体系、交通行動の実現

４． 安全・安心で、快適な歩行者・自転車の通行空間の整備

３． 市の顔となる地区（鉄道駅周辺）の賑わいづくり、活性化

７． 災害に強く、防災に役立つ道路の整備

６． 生活の足の確保、通学時の子供の全確保等、安心して暮らせる居住環境づくり

最後に、新型コロナウィルス感染拡大の影響について、お聞きします。７

問３３ 新型コロナウィルス感染の拡大前と比べ、現在の外出頻度は、変化していますか（日曜日・祝日を除く）。
（番号１つに〇印）

問 １９ 高速道路を使って出かけることがありますか。（番号１つに〇印）
また、現状の高速道路の利用のしやすさに満足していますか。（番号1つに〇印）

１． 満足している

３． 現状程度でやむ得ないと思う

２． どちらかというと満足している

４． どちらともいえない

５． どちらかというと不満である

６． 不満である

１． 週に１日以上使う

２． 月に数日程度は使う

３． 年に数日程度、使わない

１． 拡大前に比べ変化、部分的に変化している ２． 拡大前と全く同じ（変化なし） へお進み下さい。

８

８

問３４ あなたの外出頻度の変化の程度を、①～⑧の外出目的ごとに全て、お答え下さい。（それぞれ番号１つに〇印）

外出の目的

外出頻度の変化 （１週間・１ヵ月あたりでみたときの変化） この目的で
外出するこ
とはない変化なし

週に1～2日
程度の減少

週に3～4日
程度の減少

ほぼ毎日
外出せず

月に1～3日
程度の減少

① 通勤

② 通学

③ 買い物

④ 食事・社交・娯楽

⑤ 観光・行楽・レジャー

⑥ 通院

⑦ その他の私用（習い事など）

⑧ 商用・営業・会議などの仕事・業務

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

問２９

１． 通勤 ４． 食事・社交・娯楽

２． 通学 ５． 観光・行楽・レジャー

３． 買い物 ６． 通院

７． その他私用（習い事など）

８． 商用・営業・会議などの仕事・業務

９． その他

の駅前空間に出かけるときの目的は、何が最も多いですか。（番号1つに〇印）問２８

問２８


